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み～んな仲良し

勉強に運動に、そして遊びに。
元気いっぱいの小笠東小学校の皆さん。

特集
○わたしたち菊川市民です
　外国人市民との暮らしのカタチ「多文化共生」を考える　２～ 19



わ
た
し
た
ち

菊
川
市
民
で
す

特
集

４２６５
この数字は10月末現在
市内に住む外国人市民の人数です
学校や職場、地域で外国人の姿を見かけることは
ごくありふれた日常の一コマになっています
しかし、わたしたちはお互いのことを
どれだけ知っているでしょうか？
今月の特集のテーマは「多文化共生」
いっしょに考えてみませんか
自分のこと外国人市民のこと
みんなが幸せに暮らす　わたしたちのまちのことを
 問合せ 　地域支援課外国人共生係（☎35-0925）
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わ
た
し
た
ち

菊
川
市
民
で
す

外
国
人
市
民
と
の
暮
ら
し
の
カ
タ
チ
「
多
文
化
共
生
」
を
考
え
る

写真

清水正美さん(左）と知美さん夫妻（白岩下）

ブラジルから平成３年に来日した正美さんは

知美さんと知り合い平成15年に結婚しました。

長男の龍君（２歳）との３人家族。現在、知

美さんのお腹には新たな命が宿っています。

菊川市在住の外国人登録者の内訳（平成20年10月末現在）

多文化共生・・・国籍や民族など

の異なる人々が、お互いの文化的

差異を認め合い、対等な関係を築

こうとしながら地域社会の構成員

として共に生きていくこと。

フィリピン

435人

中国 283人

ペルー 138人

その他 224人

ブラジル

3,185人

外国人登録者

4,265人菊川市
総人口
4万9,961人

広報 きくがわ  2008.12月号�



調
査
結
果
が
示
す
お
互
い
の
距
離

　

表
１
の
県
が
実
施
し
た
「
多
文
化
共
生
」

に
関
す
る
意
識
調
査
で
は
、
半
数
以
上
の
人

が
外
国
人
と
接
す
る
機
会
が
あ
る
が
、
４
割

近
く
の
人
が
あ
い
さ
つ
も
交
わ
さ
な
い
程
度

の
関
係
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

表
２
の
静
岡
県
外
国
人
労
働
実
態
調
査

（
外
国
人
調
査
）
で
は
、
外
国
人
（
ブ
ラ
ジ

ル
人
）
の
６
割
以
上
が
日
本
人
に
差
別
さ
れ

て
い
る
と
感
じ
て
い
る
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

日
本
人
・
外
国
人
市
民
双
方
か
ら
お
互
い
に

向
け
て
厳
し
い
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
結
果
か
ら
は
、
お
互
い
が
顔
の
見
え

な
い
遠
い
距
離
に
い
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
に

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
人
は
外
国
人
市
民
と
交
流
す
る
こ
と

が
少
な
く
、
彼
ら
の
「
人
と
な
り
」
を
知
る

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
ゴ
ミ
の

出
し
方
や
騒
音
な
ど
、
生
活
習
慣
の
違
い
か

ら
起
き
る
生
活
上
の
問
題
や
テ
レ
ビ
・
新
聞

で
報
道
さ
れ
る
外
国
人
が
起
こ
し
た
犯
罪
な

ど
か
ら
、
外
国
人
に
対
し
て
悪
い
印
象
を

持
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

ブラジルの方が複数で夜、外に集まっていたり車の爆走音が怖い
近隣に住むブラジル人の生活態度が悪く安心して住めない
外国人の方にゴミ出しの指定日を守ってほしい
平成20年度市民アンケート（菊川市）自由意見より

序
章
Prologue

あなたは、自分の住む地域社会において、外国人
住民とどの程度の接点がありますか

日本人

Japanese

距
離

平成19年度　第７回県政インターネットモニターアンケート�（表１）
「多文化共生」に関する意識調査より

隣人としての付き合いをしている

分からない

その他

会えばあいさつをする程度である

地域や学校の行事等で
見かける程度である

近くに外国人は住んでいるが、
接点はない

近くに外国人が住んでいないので、接点はない

7.8％

11.7％

20.1％

19.2％

35.4％

1.9％

3.9％
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そ
し
て
、
外
国
人
市
民
も
地
域
社
会
で
日

本
人
と
の
交
流
が
少
な
い
た
め
、
日
本
人
か

ら
差
別
さ
れ
て
い
る
、
ま
た
は
偏
見
の
目
で

見
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
が
ち
で
す
。
お
互
い

顔
が
見
え
な
い
た
め
、
先
入
観
や
一
つ
の
ト

ラ
ブ
ル
で
悪
い
印
象
を
持
っ
て
し
ま
い
、
そ

の
た
め
に
ま
た
距
離
が
広
が
っ
て
し
ま
う
悪

循
環
と
な
る
ケ
ー
ス
も
多
い
よ
う
で
す
。

あ
な
た
の
目
で
確
か
め
て
み
ま
せ
ん
か

　

偏
見
や
先
入
観
に
と
ら
わ
れ
、
そ
こ
か
ら

一
歩
も
動
く
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
距
離
は

か
え
っ
て
開
く
ば
か
り
で
す
。
ま
ず
は
、
お

互
い
の
顔
を
自
分
で
確
認
す
る
こ
と
で
何
か

が
変
わ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

国
籍
や
言
語
、
文
化
が
違
っ
て
も
同
じ
菊

川
に
暮
ら
す
人
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

み
ん
な
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
す
る
に

は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
市
内
に
在
住
す
る
外

国
人
市
民
の
７
割
を
占
め
る
ブ
ラ
ジ
ル
人
を

対
象
に
、
外
国
人
市
民
が
増
加
し
た
背
景
や

現
状
を
レ
ポ
ー
ト
し
、
菊
川
市
の
多
文
化
共

生
の
未
来
を
探
り
ま
す
。

差別しないで。軽視しないで。皆が同じだと思い込まないで
外国人(ブラジル人)に対する偏見が多いと思います
まだ、外国人を無視する日本人がたくさんいる

平成19年度外国人市民アンケート（菊川市）自由意見より

あなたは普段の生活の中で、日本人に差別されて
いると感じることはありますか

外国人

Foreigner

多
文
化
共
生
に
関
す
る
各
種
調
査
の
結
果
や

日
本
人
・
外
国
人
市
民
双
方
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
が

離
れ
て
い
る
お
互
い
の
心
の
距
離
を
も
の
が
た
っ
て
い
ま
す

（表２）� 静岡県外国人労働実態調査（外国人調査）報告書より

とてもよくある

不明

無回答

よくある

少しはある

ほとんどない

全くない

7.1％

14.7％

42.1％

21.5％

10.7％

1.2％

2.7％

特集 わたしたち菊川市民です
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第1章
Chapter Ⅰ

背
景

移
民
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
日
本
に
ブ
ラ
ジ
ル
人
が
増
加
し
た
背
景
を
紹
介
し
ま
す

今
か
ら
１
０
０
年
前
、
１
隻
の
船
が
大
海
原
を
渡
っ
た

そ
の
船
の
名
前
は
第
１
回
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
船
笠か

さ

戸と

丸ま
る

海
を
渡
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
向
か
っ
た
移
民
た
ち
は

地
球
の
裏
側
に
世
界
最
大
の
日
系
社
会
を
築
き
ま
す

今
年
は
日
本
ブ
ラ
ジ
ル
交
流
年

　

明
治
41
年
（
１
９
０
８
年
）
４
月
28
日
、

７
８
１
人
の
日
本
人
を
乗
せ
た
第
１
回
ブ
ラ

ジ
ル
移
民
船
笠
戸
丸
が
神
戸
港
か
ら
出
港
し

ま
し
た
。
同
年
６
月
18
日
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
サ

ン
ト
ス
港
に
到
着
。
現
在
１
５
０
万
人
と
も

い
わ
れ
る
世
界
最
大
の
日
系
社
会
へ
の
第
一

歩
を
記
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
１
０
０
年
目
に
あ
た
る
今
年
は
、

「
日
本
ブ
ラ
ジ
ル
交
流
年
」
と
し
て
、
日
本
、

ブ
ラ
ジ
ル
両
国
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
ブ
ラ
ジ
ル
へ

　

当
時
の
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、
コ
ー
ヒ
ー
農
園

で
の
労
働
力
が
不
足
し
て
い
た
た
め
、
移
民

を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
ま
し
た
。

　

産
業
が
未
発
達
で
、
農
村
を
始
め
と
す
る

各
地
で
労
働
力
が
余
剰
と
な
っ
て
い
た
日
本

は
国
策
と
し
て
移
民
を
奨
励
。
多
く
の
日
本

人
が
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
南
米
諸
国
に
赴
き
ま
し

た
。
笠
戸
丸
か
ら
始
ま
っ
た
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の

移
民
は
、
累
計
で
お
よ
そ
25
万
人
に
の
ぼ
り

ま
す
。

提供：JICA横浜�海外移住資料館

海
外
移
住
者
の
存
在
を
忘
れ
て

は
な
り
ま
せ
ん  

　

昭
和
５
年
か
ら
12
年
に
か
け
て
、
わ
た
し

の
家
内
の
お
じ
兄
弟
３
人
が
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

に
渡
り
ま
し
た
。

　

お
じ
た
ち
は
、
野
菜
農
園
の
労
働
者
を
経

て
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
花
の
栽
培
や
み

か
ん
園
を
手
が
け
、
今
で
は
子
ど
も
や
孫
、

30
人
を
超
え
る
進
士
一
族
が
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
昨
年
、
現
地
を
訪
れ

た
時
に
は
大
歓
迎
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

日
本
を
離
れ
、
遠
い
異
国
の
地
で
大
変
な

苦
労
と
努
力
を
重
ね
て
き
た
海
外
移
住
者
の

皆
さ
ん
は
、
移
住
先
で
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
を

高
め
、
国
と
国
と
の
間
を
つ
な
ぐ
親
善
大
使

の
役
割
も
果
た
し
て
い
る
の
で
す
。
彼
ら
の

存
在
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

家
族
会
の
活
動
を
通
じ
、
次
の
世
代
に
交

流
を
引
き
継
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

静岡県海外移住家族会

進士辰
た つ

美
み

会長
� （潮海寺上）

提供：JICA横浜�海外移住資料館

コーヒーの収穫

地面に落とされたコーヒー

の実は、ふるいにかけて土

砂と実とに選り分けられる。
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サントス港に接岸した移民船笠戸丸

異
国
で
の
苦
し
い
生
活
は
や
が
て

実
を
結
ぶ

　

移
民
し
た
人
々
は
ブ
ラ
ジ
ル
各
地
の
コ
ー

ヒ
ー
農
園
で
生
活
を
始
め
ま
し
た
。

　

日
本
と
全
く
異
な
る
言
語
や
生
活
習
慣
の

中
で
の
苦
し
い
生
活
。
過
酷
な
労
働
や
病
気

な
ど
で
多
く
の
人
が
命
を
落
と
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
う
し
た
状
況
で
も
移
民
の
皆

さ
ん
は
力
を
合
わ
せ
土
地
を
切
り
開
き
、
自

分
た
ち
の
土
地
を
持
つ
自
作
農
と
し
て
、
自

ら
の
生
活
を
安
定
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
で
の
定
住
化
が
進
み
、
子
ど
も

の
教
育
に
力
を
入
れ
た
結
果
、
多
く
の
日
系

２
世
、
３
世
が
大
学
に
進
学
。「
日
本
人
は

勤
勉
」「
正
直
で
信
用
で
き
る
」
な
ど
、
ブ

ラ
ジ
ル
社
会
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

サントス港での下船風景� 提供：JICA横浜�海外移住資料館

ブラジル

アルゼンチン

ボリビア

ペルー

チリ

　

菊
川
市
の
名
誉
市
民
で
今
年
８
月
26
日
、

移
住
先
の
ブ
ラ
ジ
ル
で
お
亡
く
な
り
に
な
っ

た
橋
本
梧ご

郎ろ
う

さ
ん
。
享
年
95
歳
で
し
た
。

　

橋
本
さ
ん
は
大
正
２
年
、
旧
小
笠
町
の
猿

渡
に
生
ま
れ
、
幼
い
頃
か
ら
動
植
物
が
大
好

き
で
し
た
。
昭
和
９
年
に
、
世
界
一
種
類
が

多
い
と
い
わ
れ
る
植
物
を
求
め
ブ
ラ
ジ
ル
に

渡
り
ま
す
。

　

日
本
語
学
校
の
教
師
や
博
物
館
館
長
な
ど

を
歴
任
す
る
中
、
植
物
の
研
究
に
精
力
的
に

取
り
組
み
ま
す
。
70
年
以
上
過
ご
し
た
ブ
ラ

ジ
ル
で
生
涯
を
か
け
て
集
め
た
標
本
は
15
万

点
以
上
と
も
い
わ
れ
、
個
人
所
蔵
と
し
て
は

世
界
最
大
級
と
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
10
年
に
は
、
小
笠
町
初
の
名
誉
町
民

（
菊
川
市
誕
生
後
名
誉
市
民
）
と
な
り
、
勲

五
等
双
光
旭
日
賞
を
始
め
、
数
多
く
の
褒
章

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

夢
を
追
い
ブ
ラ
ジ
ル
に
渡
っ
た

青
年
は
世
界
的
な
植
物
学
者
に

さようなら。橋本先生
あなたの功績は
わたしたちの誇りです

提供：サンパウロ博物研究会

特集 わたしたち菊川市民です

広報 きくがわ  2008.12月号�



平
成
２
年
か
ら
始
ま
っ
た
Ｕ
タ
ー
ン
時
代

入
管
法
の
改
正
を
機
に

多
く
の
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
が
来
日
し
ま
す

入
管
法
改
正
を
機
に
訪
れ
た

デ
カ
セ
ギ
・
ブ
ー
ム

　

昭
和
60
年
代
（
１
９
８
０
年
代
）、
ブ
ラ

ジ
ル
は
深
刻
な
経
済
危
機
を
迎
え
ま
す
。
当

時
の
日
本
は
バ
ブ
ル
時
代
で
好
景
気
に
沸
き
、

労
働
者
が
不
足
し
て
お
り
、
日
系
人
の
日
本

へ
の
出
稼
ぎ
が
始
ま
り
ま
す
。

　

平
成
２
年
（
１
９
９
０
年
）
に
は
、
出
入

国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
入
管
法
）
が
改

正
さ
れ
ま
す
。
日
系
３
世
ま
で
の
人
と
そ
の

配
偶
者
は
、
就
労
活
動
に
制
限
が
な
い
有
利

な
資
格
で
入
国
で
き
る
こ
と
と
な
り
、
ブ
ラ

ジ
ル
人
を
始
め
す
る
南
米
日
系
人
が
多
数
来

日
。「
デ
カ
セ
ギ
・
ブ
ー
ム
」
が
訪
れ
ま
す
。

４
０
０
０
人
以
上
の
外
国
人
市
民
が

暮
ら
す
菊
川
市

　

菊
川
市
の
外
国
人
登
録
者
数
は
年
々
増
加

し
、
今
年
10
月
末
に
は
４
２
６
５
人
、
そ
の

内
お
よ
そ
75
％
が
ブ
ラ
ジ
ル
国
籍
で
、
多
く

は
ブ
ラ
ジ
ル
に
移
民
し
た
人
の
子
孫
で
す
。

　

総
人
口
に
占
め
る
割
合
は
県
内
で
最
も
高

く
８
％
を
超
え
て
い
ま
す
。

ブ
ラ
ジ
ル
移
住
１
０
０
年
の
歴
史

明
治
41
年
（
１
９
０
８
年
）

第
1
回
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
船
笠
戸
丸
が
ブ
ラ
ジ

ル
の
サ
ン
ト
ス
港
に
入
港

大
正
４
年
（
１
９
１
５
年
）

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
に
総
領
事
館
が
お
か
れ
る

昭
和
８
年
（
１
９
３
３
年
）

　

ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
移
民
数
が
２
万
３
２
９
９
人

　

（
1
年
間
の
最
高
数
）

昭
和
16
年
（
１
９
４
１
年
）

　

太
平
洋
戦
争
が
始
ま
る

昭
和
17
年
（
１
９
４
２
年
）

　

ブ
ラ
ジ
ル
、
日
本
と
の
国
交
を
断
絶

昭
和
20
年
（
１
９
４
５
年
）

　

太
平
洋
戦
争
が
終
わ
る

昭
和
27
年
（
１
９
５
２
年
）

　

国
交
回
復
。
戦
後
初
の
移
民
船
が
出
航

昭
和
33
年
（
１
９
５
８
年
）

　

日
本
人
移
民
50
周
年
を
迎
え
る

昭
和
48
年
（
１
９
７
３
年
）

　

移
民
船
廃
止
（
航
空
機
に
切
り
替
え
）

昭
和
60
年
代
（
１
９
８
０
年
代
後
半
）

日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
日
本
へ
の
出
稼
ぎ
が
始

ま
る

平
成
２
年
（
１
９
９
０
年
）

入
管
法
の
改
正
。
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
Ｕ

タ
ー
ン
が
本
格
的
に

平
成
20
年
（
２
０
０
８
年
）

　

日
本
人
ブ
ラ
ジ
ル
移
住
１
０
０
周
年

ブラジル

アルゼンチン

ボリビア

ペルー

チリ
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地
域
社
会
で
生
じ
る
摩
擦

　

日
系
人
の
「
Ｕ
タ
ー
ン
」
は
、
日
本
経
済

に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。「
も
の
づ
く

り
」
産
業
の
集
積
地
で
あ
る
県
西
部
地
方
で

も
、
合
法
的
に
雇
用
で
き
る
日
系
人
を
積
極

的
に
雇
用
し
、
地
域
経
済
の
力
と
し
て
欠
か

す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
言
葉
や
文
化
の

違
い
な
ど
か
ら
地
域
社
会
に
溶
け
込
む
こ
と

が
で
き
な
い
外
国
人
も
増
加
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
摩
擦
が
生
じ
て
い
ま
す
。

「
日
本
人
」
？　
「
ガ
イ
ジ
ン
」
？

　

わ
た
し
は
福
岡
県
出
身
で
昭
和
28
年
、

８
歳
の
時
に
一
家
７
人
で
ブ
ラ
ジ
ル
へ
移

住
し
ま
し
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
で
は
コ
ー
ヒ
ー
農
園
で
働
い

た
後
、
綿
花
の
栽
培
や
養よ

う

蚕さ
ん

な
ど
を
し
て

い
ま
し
た
。
先
に
来
日
し
て
い
た
家
族
に

続
き
、
平
成
18
年
、
半
世
紀
ぶ
り
に
日
本

に
帰
国
し
菊
川
市
に
住
ん
で
い
ま
す
。

　

わ
た
し
の
妻
は
日
系
２
世
で
勤
め
に
で

て
い
る
の
で
す
が
、
以
前
職
場
で
「
ガ
イ

ジ
ン
」
と
言
わ
れ
「
わ
た
し
は
日
本
人
だ

よ
」
と
言
い
返
し
た
こ
と
が
あ
る
よ
う
で

す
。
と
い
う
の
も
、
日
系
人
は
ブ
ラ
ジ
ル

で
は
「
ジ
ャ
ポ
ネ
ー
ズ
（
日
本
人
）」
と

呼
ば
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。
日
本
に
里
帰

り
し
た
気
持
ち
だ
っ
た
の
で
す
が
、「
ガ

イ
ジ
ン
」
と
呼
ば
れ
不
思
議
な
感
じ
が
し

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

日
本
人
も
気
軽
に
海
外
旅
行
に
行
く
時

代
。
国
際
化
で
そ
ん
な
認
識
も
こ
れ
か
ら

変
わ
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
け
ど
ね
。 菊池重

しげ

美
み

さん（東嶺田）

日本と菊川市の外国人登録者数の推移
国　内

151万2,116

136万2,371

177万8,462

197万3,747

215万2,973

0人/ 50万

［法務省入国管理局ホームページより］

100万 150万 200万 250万

７年

10年

13年

16年

19年

平成

人/

菊川市

2,419

3,271

3,626

4,170

0 1000 2000 3000 4000 5000

10年

13年

16年

19年

平成
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第2章
Chapter Ⅱ

現
在

外
国
人
市
民
の
定
住
化
が
進
む
中
、
子
ど
も
た
ち
の
距
離
は
縮
ま
っ
て
い
ま
す

時
は
流
れ
、
日
本
に
逆
移
住
す
る
移
民
の
子
孫
た
ち

菊
川
に
も
多
く
の
外
国
人
市
民
が
暮
ら
し
て
い
ま
す

こ
の
ま
ち
で
暮
ら
す
ブ
ラ
ジ
ル
人
一
家
の
日
常
と

日
本
人
・
外
国
人
市
民
の
「
声
」
を
紹
介
し
ま
す

日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
谷
岡
家
に

お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た

　
「
ボ
ン
ジ
ー
ア
（
お
は
よ
う
）」。
谷
岡
家

の
朝
は
、
シ
モ
ネ
さ
ん
が
子
ど
も
を
起
こ
す

あ
い
さ
つ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
谷
岡
エ
ン
リ
ケ
さ
ん

一
家
は
妻
の
シ
モ
ネ
さ
ん
、
長
女
の
カ
ロ
リ

ネ
さ
ん
、
長
男
の
ガ
ブ
リ
エ
ル
君
、
次
男
の

ル
ッ
カ
君
の
５
人
家
族
で
す
。

　

平
成
２
年
に
初
来
日
し
た
エ
ン
リ
ケ
さ
ん

は
、
日
本
で
シ
モ
ネ
さ
ん
と
知
り
合
い
結
婚

し
ま
す
。
以
降
、
子
ど
も
の
出
産
の
た
め
に

ブ
ラ
ジ
ル
に
帰
国
。
再
来
日
し
、
平
成
15
年

か
ら
は
菊
川
市
に
在
住
し
て
い
ま
す
。
昨
年

の
６
月
、
東
嶺
田
に
新
居
を
構
え
ま
し
た
。

　

朝
食
を
食
べ
、
急
い
で
身
支
度
を
整
え
る

と
、
最
初
に
家
を
出
る
の
は
カ
ロ
リ
ネ
さ
ん
。

友
だ
ち
と
途
中
で
合
流
し
な
が
ら
岳
洋
中
に

登
校
し
ま
す
。

　

続
い
て
家
を
出
る
の
は
、
小
笠
北
小
に
通

う
ガ
ブ
リ
エ
ル
君
と
小
笠
北
幼
稚
園
に
通
う

ル
ッ
カ
君
。
シ
モ
ネ
さ
ん
も
集
団
登
校
す
る

２
人
の
後
を
つ
い
て
歩
き
、
温
か
く
見
守
り

ま
す
。

　

市
内
の
会
社
に
勤
め
る
エ
ン
リ
ケ
さ
ん
は

最
後
に
家
を
出
ま
す
。
シ
モ
ネ
さ
ん
は
家
事

を
こ
な
し
な
が
ら
「
夫
は
派
遣
先
の
会
社
に

１
年
間
勤
め
た
後
、
正
社
員
と
し
て
採
用
さ

れ
ま
し
た
。
住
ん
で
い
た
ア
パ
ー
ト
も
手
狭

に
な
っ
て
き
た
の
で
、
子
ど
も
た
ち
の
通
学

先
が
変
わ
ら
な
い
範
囲
で
と
考
え
、
こ
ち
ら

に
家
を
建
て
ま
し
た
」
と
語
り
ま
す
。

　

自
治
会
に
も
加
入
し
、
防
災
訓
練
な
ど
の

行
事
に
も
参
加
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

家
が
再
び
賑
や
か
に
な
る
の
は
、
午
後
３

時
過
ぎ
。
子
ど
も
た
ち
が
帰
宅
す
る
と
、
友

だ
ち
も
交
え
お
し
ゃ
べ
り
に
花
が
咲
き
ま
す
。

　

夕
方
、
エ
ン
リ
ケ
さ
ん
は
帰
宅
す
る
と
お

風
呂
に
入
り
汗
を
流
し
、
ル
ッ
カ
君
と
遊
ん

だ
り
ガ
ブ
リ
エ
ル
君
の
宿
題
も
見
る
な
ど
、

子
ど
も
と
一
緒
の
時
間
を
過
ご
し
ま
す
。

　

今
日
の
夕
食
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
日
常
食
の

「
フ
ェ
イ
ジ
ャ
ン
」（
豆
の
煮
込
み
料
理
）
と

ソ
ー
セ
ー
ジ
、
サ
ラ
ダ
で
す
。

　

一
家
そ
ろ
っ
て
の
食
事
を
終
え
、
テ
レ
ビ

な
ど
を
見
て
過
ご
し
、
子
ど
も
た
ち
は
「
ボ

ア
ノ
イ
チ
（
お
や
す
み
）」
の
言
葉
を
か
わ

し
ベ
ッ
ド
に
向
か
い
ま
す
。

ブラジルの祖父母から

のプレゼント。ルッカ

君の大のお気に入りだ。
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家
を
建
て
る
か
ど
う
か
家
族
会
議

の
末
の
結
論
は

　

家
を
建
て
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
こ
で
長

期
間
生
活
す
る
こ
と
。
家
を
建
て
る
に
あ

た
っ
て
、
谷
岡
さ
ん
一
家
は
ブ
ラ
ジ
ル
に
帰

国
す
る
こ
と
も
含
め
て
家
族
で
話
し
合
い
ま

し
た
が
、子
ど
も
た
ち
の
出
し
た
結
論
は「
日

本
で
暮
ら
し
た
い
」
で
し
た
。

　
「
ガ
ブ
リ
エ
ル
や
ル
ッ
カ
は
ブ
ラ
ジ
ル
で

の
生
活
を
ほ
と
ん
ど
覚
え
て
い
ま
せ
ん
。
ブ

ラ
ジ
ル
の
文
化
を
忘
れ
て
欲
し
く
な
い
の
で
、

家
の
中
で
は
基
本
的
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
会

話
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
で
も
、
サ
ッ

カ
ー
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
ブ
ラ
ジ
ル
と
日
本

が
対
戦
す
る
時
に
は
、
わ
た
し
と
シ
モ
ネ
、

カ
ロ
リ
ネ
は
ブ
ラ
ジ
ル
を
、
ガ
ブ
リ
エ
ル
と

ル
ッ
カ
は
日
本
を
応
援
す
る
ん
で
す
よ
」
と

エ
ン
リ
ケ
さ
ん
は
語
り
ま
す
。

日
本
を
好
き
と
い
っ
て
く
れ
て
い

る
か
ら
う
れ
し
い

　

ブ
ラ
ジ
ル
人
に
と
っ
て
な
に
よ
り
大
切
な

の
は
家
族
と
過
ご
す
時
間
。
朝
食
は
そ
ろ
っ

て
ゆ
っ
く
り
と
食
べ
る
時
間
が
な
い
た
め
、

夕
食
は
エ
ン
リ
ケ
さ
ん
が
仕
事
を
終
え
帰
宅

す
る
ま
で
待
っ
て
一
緒
に
食
べ
る
そ
う
で
す
。

　

休
日
は
所
属
す
る
部
活
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
で
活
躍
す
る
子
ど
も
を
見
守
る
エ
ン
リ
ケ

さ
ん
と
シ
モ
ネ
さ
ん
。
子
ど
も
た
ち
の
未
来

に
つ
い
て
た
ず
ね
る
と
「
将
来
は
日
本
や
ブ

ラ
ジ
ル
に
限
ら
ず
、
子
ど
も
た
ち
が
決
め
た

道
な
ら
ど
こ
の
国
へ
行
っ
て
暮
ら
し
て
も
い

い
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
今
は
日
本
で
友
だ

ち
も
で
き
て
楽
し
く
過
ご
し
て
『
日
本
が
好

き
』
と
い
っ
て
く
れ
て
い
る
の
が
親
と
し
て

う
れ
し
い
ね
」
と
笑
っ
て
い
ま
し
た
。

1 ガブリエル君とルッカ君を起
こすシモネさん。
2 今日の朝食はパンにヨーグル
ト、バナナ、牛乳。
3 元気に出かけるカロリネさん。
学校ではバレー部に所属。
4 算数の授業で直角三角形につ
いて学ぶガブリエル君。
5 職場から帰宅したエンリケさ
んは、子どもたちを一人ひとり抱
きしめ、あいさつを交わす。
6 ルッカ君お気に入りのおも
ちゃで遊ぶ。
7 夕食は家族そろって賑やかに。
おいしい料理に「今日こんなこと
があったよ」と会話も弾む。

子
ど
も
た
ち
は
日
本
で
の
生
活
を
望
ん
で
い
ま
す
。
忙
し
い
毎
日

で
す
が
、
成
長
を
見
守
る
こ
と
が
で
き
て
充
実
し
て
い
ま
す

71

2

3

4

5

6
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Interview

市民に聞く「声」
日本人が語る「外国人市民とわたし」
外国人市民が語る「菊川市で暮らすわたし」
その声からこのまちの ｢現在｣ が見えてきました

決
ま
り
や
言
葉
覚
え
て
地
域
社
会

に
と
け
込
ん
で

高柳和
かず

弘
ひろ

さん（友田）

気
軽
に
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
が

あ
れ
ば
い
い
で
す
ね

谷
や

許
もと

朋
とも

代
よ

さん（青葉台１）

外
国
人
だ
か
ら
と
意
識
す
る
こ
と

は
本
当
に
あ
り
ま
せ
ん

堀川千
ち

秋
あき

さん（岳洋中２年）

ブ
ラ
ジ
ル
と
日
本
は
全
く
違
う
気
候
・

風
土
で
あ
り
、
人
々
の
気
質
も
大
き

く
異
な
り
ま
す
。
ブ
ラ
ジ
ル
人
が
大
勢
集

ま
っ
て
い
る
と
近
寄
り
が
た
い
雰
囲
気
が
あ

り
ま
す
が
、
実
際
は
と
て
も
大
ら
か
で
気
さ

く
な
人
が
多
い
こ
と
は
、
彼
ら
と
接
し
て
み

る
と
す
ぐ
わ
か
り
ま
す
。

　

彼
ら
の
中
に
は
働
い
て
お
金
を
稼
ぐ
こ
と

を
中
心
に
考
え
て
い
る
人
も
い
ま
す
が
、
周

り
の
日
本
人
と
仲
良
く
し
た
い
、
友
だ
ち
を

つ
く
っ
て
楽
し
く
暮
ら
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
人
が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

地
域
社
会
に
と
け
込
む
た
め
に
は
、
そ
の

国
の
決
ま
り
や
言
葉
を
覚
え
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
い
ま
す
。大
変
で
す
が
、そ
れ
が
国

際
化
社
会
に
お
け
る
ル
ー
ル
で
す
か
ら
。

　

お
互
い
の
文
化
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
尊

重
し
合
い
、
違
い
を
認
識
し
な
が
ら
分
か
り

合
っ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

わ
た
し
が
通
う
学
校
に
も
外
国
人
の
子

は
い
ま
す
が
、
外
国
人
だ
か
ら
と
特

に
意
識
す
る
こ
と
は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

部
活
動
は
バ
レ
ー
部
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

練
習
は
厳
し
い
で
す
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
友

だ
ち
と
一
緒
に
練
習
に
は
げ
ん
で
い
ま
す
。

日
常
会
話
も
、
お
笑
い
の
話
や
勉
強
の
こ
と

と
か
を
普
通
に
話
し
て
い
ま
す
。

　

お
母
さ
ん
も
、
そ
の
友
だ
ち
の
こ
と
を

「
勉
強
も
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
て
、
と

て
も
が
ん
ば
っ
て
い
る
か
ら
え
ら
い
。
あ
な

た
も
見
習
い
な
さ
い
」
と
言
い
ま
す
。

　

彼
女
は
、
日
本
語
も
ブ
ラ
ジ
ル
の
言
葉
も

話
せ
る
の
で
、
そ
の
点
は
す
ご
い
と
思
い
ま

す
。
わ
た
し
に
は
と
て
も
ま
ね
で
き
な
い
の

で
尊
敬
し
ま
す
。

　

ま
ち
を
歩
い
て
い
て
も
、
外
国
人
の
人
は

あ
い
さ
つ
を
す
る
と
知
ら
な
い
人
で
も
明
る

く
返
し
て
く
れ
る
し
、
外
国
人
だ
か
ら
と
意

識
す
る
こ
と
は
本
当
に
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

わ
た
し
の
家
の
近
く
に
は
、
雇
用
促
進

住
宅
や
県
営
住
宅
が
あ
り
、
多
く
の

外
国
人
が
住
ん
で
い
ま
す
が
接
点
が
な
い
で

す
ね
。

　

こ
の
地
域
は
車
社
会
で
す
か
ら
家
か
ら
目

的
地
ま
で
一
直
線
。
徒
歩
や
公
共
の
交
通
機

関
で
移
動
す
る
こ
と
が
少
な
い
の
で
、
道
端

な
ど
途
中
で
出
会
う
こ
と
が
な
い
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

対
照
的
に
、
子
ど
も
た
ち
は
学
校
で
一
緒

に
過
ご
し
て
い
る
の
で
自
然
に
接
し
て
い
る

よ
う
で
す
ね
。
子
ど
も
に
見
習
っ
て
わ
た
し

も
と
思
う
の
で
す
が
、
な
か
な
か
踏
み
出
す

こ
と
が
で
き
な
い
で
い
ま
す
。

　

外
国
人
と
交
流
す
る
き
っ
か
け
作
り
と
し

て
、
市
民
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
よ
う
な
イ

ベ
ン
ト
。
例
え
ば
文
化
会
館
ア
エ
ル
を
会
場

と
し
て
食
べ
物
や
音
楽
な
ど
お
互
い
の
文
化

を
紹
介
し
あ
い
、
理
解
で
き
る
よ
う
な
も
の

が
あ
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
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Interview

市民に聞く「声」

日
本
語
を
学
ぶ
ひ
ま
が
な
い
人
も

い
ま
す

坂上ローザカズエさん（赤土下）
｢

わ
か
ら
な
い｣

を
逃
げ
道
に
し
て

は
ダ
メ

渡辺アベラルド明
あき

人
と

さん（三協）

将
来
は
日
本
で
動
物
関
係
の
仕
事

を
し
た
い

吉村タイスさん（岳洋中２年）

平
成
５
年
に
来
日
し
、
菊
川
市
に
15
年

間
住
ん
で
い
ま
す
。

　

当
時
は
ま
だ
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
は
少
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
日
本
人
に
差
別
さ
れ
た
と
感

じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
も
日
本

人
の
友
だ
ち
が
で
き
て
よ
く
遊
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
向
け
の
お
店
な

ど
も
で
き
て
、
自
分
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
中
で
生
活
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
た

め
、
最
近
来
日
し
た
ブ
ラ
ジ
ル
人
は
、
特
に

日
本
人
と
交
流
す
る
機
会
が
少
な
い
で
す
ね
。

　

日
本
に
住
ん
で
い
る
ブ
ラ
ジ
ル
人
は
日
本

の
ル
ー
ル
を
も
っ
と
守
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
ま
ず
言
葉

を
覚
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

も
っ
と
日
本
語
を
学
ぼ
う
と
、
５
月
か
ら

国
際
交
流
協
会
の
日
本
語
教
室
に
通
っ
て
い

ま
す
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
中
に
は
、
学
び
た

い
と
思
っ
て
い
て
も
仕
事
が
忙
し
く
、
通
う

ひ
ま
が
な
い
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

小
学
校
１
年
の
時
に
日
本
に
来
た
ん
で

す
が
、
最
初
は
日
本
語
が
全
く
話
せ

な
か
っ
た
で
す
。

　

そ
の
時
は
学
校
で
少
し
か
ら
か
わ
れ
た
と

き
も
あ
っ
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
帰
り
た
い
と
思

っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
今
で
は

日
本
人
の
友
だ
ち
も
た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。

　

学
校
の
授
業
は
英
語
が
得
意
で
す
。
社
会

が
苦
手
な
ん
で
す
が
、
勉
強
を
頑
張
っ
て
高

校
に
進
学
し
て
、
将
来
は
日
本
で
動
物
関
係

の
仕
事
に
つ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

家
で
は
ミ
ニ
チ
ュ
ア
ダ
ッ
ク
ス
フ
ン
ド
を

飼
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
前
も
学
校
の
勤
労
体

験
が
あ
り
、
ペ
ッ
ト
関
係
の
お
店
で
２
日
間

で
働
き
ま
し
た
。
掃
除
な
ど
の
作
業
が
多

か
っ
た
の
で
す
が
と
て
も
楽
し
く
て
、
も
っ

と
働
き
た
か
っ
た
で
す
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
に
は
遊
び
に
い
き
た
い
と
は
思

い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
日
本
で
暮
ら
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

わ
た
し
は
妻
と
娘
の
3
人
家
族
で
、
10

年
ほ
ど
前
に
御
前
崎
か
ら
こ
ち
ら
に

引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。

　

自
治
会
に
も
入
っ
て
付
き
合
い
も
し
て
い

る
の
で
す
が
、
日
本
語
は
漢
字
が
難
し
い
の

で
、
ふ
り
が
な
の
な
い
連
絡
文
書
を
読
ん
だ

り
自
分
で
書
い
た
り
す
る
の
は
な
か
な
か
大

変
で
す
。

　

で
す
か
ら
、
自
治
会
の
活
動
の
中
で
「
自

分
に
は
、
で
き
る
こ
と
と
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
け
ど
い
い
で
す
か
」
と
言
っ
た
ら
、

地
域
の
人
た
ち
か
ら
「
そ
れ
は
そ
れ
で
い
い
。

今
ま
で
ど
お
り
付
き
合
っ
て
く
れ
」
と
言
っ

て
も
ら
え
ま
し
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
人
も
含
め
て
、
外
国
人
は
日
本

に
来
た
か
ら
に
は
日
本
語
が
あ
る
程
度
は
で

き
な
い
と
ダ
メ
だ
と
思
い
ま
す
。「
日
本
語

が
わ
か
ら
な
い
か
ら
」
と
逃
げ
な
い
で
「
で

き
る
こ
と
を
す
る
」。
そ
の
た
め
の
努
力
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

特集 わたしたち菊川市民です
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第3章
Chapter Ⅲ

共
生

日
本
人
と
外
国
人
市
民
が
と
も
に
暮
ら
す
地
域
づ
く
り
の
た
め
に

定
住
化
に
よ
り
、
交
流
が
進
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち

今
、
わ
た
し
た
ち
の
社
会
は
新
し
い
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す

み
ん
な
が
幸
せ
な
未
来
を
築
く
に
は
、
現
状
か
ら

お
互
い
が
一
歩
前
に
出
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す

　
「
地
域
で
で
き
る
国
際
交
流
」を
モ
ッ
ト
ー

に
活
動
す
る
菊
川
市
国
際
交
流
協
会
。
会
長

の
中
嶌
る
り
子
さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

お
客
様
で
は
な
く
、
と
も
に
生
活

し
て
い
く
も
の
同
士

　

20
年
ほ
ど
前
に
は
外
国
人
は
、「
ガ
イ
ジ

ン
」
と
い
う
未
知
の
存
在
と
し
て
、
日
本
人

と
の
間
に
は
大
き
な
距
離
が
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
多
く
の
外
国
人
が
住
み
、
行
き

か
う
の
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
な
っ
た
現
在

で
は
、
少
し
は
距
離
が
縮
ま
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

外
国
人
市
民
は
「
お
客
様
」
で
は
な
く
、

と
も
に
生
活
し
て
い
く
も
の
同
士
。
言
葉
や

菊川市国際交流協会
（ＫＩＦＡ）

文
化
の
壁
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
よ
う
に
、

日
本
語
教
室
や
掲
示
板
に
よ
る
情
報
提

供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
ど
ん
な
情
報
を
掲
載
し

た
ら
喜
ん
で
く
れ
る
か
を
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
語
や
文
化
を
ぜ
ひ
学
ん
で

　
「
郷
に
入
れ
ば
郷
に
従
え
」
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
日
本
人
が
外
国
を
訪
れ

た
と
き
に
は
、
現
地
の
規
則
や
マ
ナ
ー

に
従
う
も
の
で
す
。
外
国
人
市
民
に
は

ぜ
ひ
日
本
語
を
覚
え
て
も
ら
う
と
同
時

に
、
文
化
も
学
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

「
わ
た
し
た
ち
み
ん
な
地
球
人
！
」

　

お
互
い
の
異
な
る
文
化
を
理
解
し
よ

う
と
歩
み
寄
る
努
力
が
大
切
で
す
。

　
「
お
は
よ
う
」
と
笑
顔
で
あ
い
さ
つ

を
交
わ
せ
ば
距
離
は
ぐ
っ
と
縮
ま
る
で

し
ょ
う
。

「おはよう」と笑顔であいさつを交わせば距離はぐっと縮まる

会長　中
なか

嶌
じま

るり子さん（写真：前列中央）

日本語教室のお知らせ

日時　毎週木曜日午後７時30分～９時

会場　プラザけやき南館多目的室

※日本語ボランティア講師を募集しています� �

市国際交流協会では、外国人市民の皆さんに日

本語を教えていただける人を募集しています。

対象　どなたでも（資格や経験は問いません）

問合せ　地域支援課外国人共生係（☎35-0925）

Data�磐田市森下自治会

　磐田市豊田支所を中心とする区域で、

平成20年10月末の人口は1,732人。内、

外国人は131人を占める。

　地域内の外国人の実態を知るために、

村上さんは自治会長の時、自らがア

パートを戸別訪問して交流を重ね、外

国人住民も参加して防災訓練を実施。

現在、市と自治会では、日本人と外国

人が気軽に触れ合える交流センターの

設立を検討している。

村上さんの「七つ道具」

市が発行したポルトガル語の広報

や各種パンフレット、ゴミ袋など

市国際交流協会の日本語教

室は多くのボランティアに

よって成り立っている。
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外国人市民グループ
ＡＭＯＫＩ（アモキ）

代表　吉村和
かず

俊
とし

マリオさん（写真：左から３人目）

グループ名のAMOKI（アモキ）は、ポルトガル語のAMO

（愛してる）とKI（KIKUGAWA 菊川の略）からとったもの。

グループ名どおり、菊川が大好きな外国人市民の皆さん

の集まりで、日本人と外国人市民の相互理解、国際交流

を推進するために活動しています。

AMOKIは活動に協力していただける人を募集しています。

興味のある人はE-Mail：Amo-ki@hotmail.comへご連絡く

ださい。

日
本
人
と
の
問
題
解
決
の
た
め
に

立
ち
上
が
っ
た
ブ
ラ
ジ
ル
人　

　

外
国
人
市
民
グ
ル
ー
プ「
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｋ
Ｉ（
ア

モ
キ
）」
は
、
市
内
に
住
む
ブ
ラ
ジ
ル
人
を

中
心
と
し
て
、
今
年
の
７
月
に
結
成
さ
れ
ま

し
た
。

　

現
在
の
会
員
は
25
人
で
す
。
代
表
の
吉
村

和
俊
マ
リ
オ
さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

以
前
か
ら
立
ち
上
げ
た
い
と
考
え

て
い
ま
し
た

　

以
前
か
ら
、
友
人
と
集
ま
っ
た
時
に
よ
く

話
題
に
し
て
い
た
の
で
す
が
、
菊
川
に
住
ん

で
い
る
ブ
ラ
ジ
ル
人
を
始
め
と
す
る
外
国
人

市
民
が
、
ど
ん
な
こ
と
で
困
っ
て
い
る
の
か

を
日
本
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
同
じ
気
持
ち
を
持
っ
て
い
た
人

た
ち
と
協
力
し
、
今
年
立
ち
上
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

外
国
人
市
民
と
菊
川
の
た
め
に

　

市
内
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、

日
本
人
と
の
交
流
を
は
か
っ
た
り
、
市
の
行

政
出
前
講
座
を
利
用
し
、
外
国
人
市
民
向
け

に
国
民
健
康
保
険
な
ど
日
本
の
社
会
制
度
の

説
明
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

  

夏
休
み
の
時
期
に
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
子

ど
も
の
学
習
支
援
も
行
い
ま
し
た
。

地域の出会いは、声を掛けることから

磐田市自治会連合会多文化共生取組

推進地区会議副座長　村上勇
い さ

夫
お

さん

先進地に学ぶ
　わたしが地元の森下自治会の会
長になった時、外国人住民と知り
合うための活動を始めたきっかけ
は、「先入観や周囲からの情報だ
けで、外国人のことを判断してい
いのか」との思いからです。
　ゴミの出し方など、外国人住民
とのトラブルはあります。けれど、
「知らないからこそルールを守れ

ない」人が多いことが外国人と接
していくうちにわかってきました。
　外国人住民の数が増減すること
はあっても、今後、いなくなるこ
とはありえません。根気と時間が
必要ですが、日本人と外国人、お
互いが「共生」を自分たちの問題
として取り組んでいかなければな
らないと思います。

日本の社会制度（国民健康保険）について学ぶ

日本のことブラジルのこと お互いにわかりあえるようにしていきたいです

　

ま
た
、
日
本
人
が
ブ
ラ
ジ
ル
人
に
伝

え
て
欲
し
い
こ
と
が
あ
れ
ば
わ
た
し
た

ち
が
伝
え
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

　

わ
た
し
や
仲
間
た
ち
は
日
本
人
の
皆

さ
ん
と
今
ま
で
以
上
に
交
流
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
中

に
は
ブ
ラ
ジ
ル
に
す
ぐ
帰
る
か
ら
と

い
っ
て
日
本
の
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
人

も
い
ま
す
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
は
日
本
と
違
い
個
人
主
義

だ
か
ら
、
誰
か
が
意
見
を
し
て
、
皆
が

言
う
こ
と
を
聞
く
こ
と
は
な
い
の
で
難

し
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
で
も
、
住

ん
で
い
る
国
の
文
化
は
守
る
よ
う
話
し
、

少
し
で
も
日
本
の
人
た
ち
の
お
役
に
立

て
た
ら
と
思
い
ま
す
。

特集 わたしたち菊川市民です
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選
択
を
迫
ら
れ
て
い
る
日
本

　

現
在
、
普
段
の
生
活
で
外
国
人
を
見
か

け
る
の
は
よ
く
あ
る
こ
と
。
一
昔
前
に
比

べ
外
国
人
と
と
も
に
暮
ら
す
社
会
が
身
近

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
問
題
も
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

外
国
人
の
受
け
入
れ
は
各
方
面
で
議
論

さ
れ
、
賛
否
両
論
あ
り
ま
す
。
今
の
日
本

か
ら
「
外
国
人
」
が
い
な
く
な
る
、
こ
れ

も
選
択
肢
の
一
つ
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
確
実
に
少
子
高
齢
化
社
会
に

な
る
こ
と
が
明
ら
か
な
日
本
で
は
「
働
き

手
」
が
い
な
く
な
っ
た
と
き
に
海
外
か
ら

「
人
」
を
受
け
入
れ
る
の
か
、
そ
れ
と
も

受
け
入
れ
ず
に
経
済
規
模
を
縮
小
す
る
の

か
、
ど
ち
ら
か
を
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
今
、
そ
の
時
が
来
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

あ
ま
り
知
ら
れ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
ア

ジ
ア
全
体
で
も
少
子
高
齢
化
は
進
み
、
世

界
全
体
で
人
材
の
獲
得
競
争
が
起
き
て
い

ま
す
。

　

最
近
、
看
護
師
・
介
護
福
祉
士
の
受
け

入
れ
が
話
題
に
な
っ
て
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

も
同
様
で
、
彼
ら
が
人
手
不
足
で
あ
え
ぐ

日
本
の
医
療
現
場
で
長
期
間
働
い
て
く
れ

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　

お
隣
の
国
、
韓
国
で
は
国
レ
ベ
ル
で
政

策
を
大
き
く
転
換
し
、
外
国
人
の
受
け
入

れ
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

将
来
は
日
本
に
外
国
人
が
来
な
く
な
っ

て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

日
本
人
と
の
接
点
が
増
え
て

い
る
１
・
５
世
代

　

そ
の
一
方
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
は
日
本
へ
の

定
住
志
向
が
強
ま
る
と
と
も
に
、
世
代
間

で
日
本
社
会
に
対
す
る
意
識
の
違
い
も
大

き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

成
人
以
降
に
来
日
し
た
ブ
ラ
ジ
ル
人

（
第
１
世
代
）
は
、
日
本
人
と
の
接
点
が

ほ
ぼ
職
場
に
限
ら
れ
、
結
果
的
に
交
流
が

図
ら
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
に
対

し
第
１
世
代
の
子
ど
も
、
ま
た
は
幼
い
時

期
に
来
日
し
た
ブ
ラ
ジ
ル
人
（
１
・
５
世

代
）
は
、
学
校
な
ど
で
日
本
人
と
と
も
に

学
び
、
部
活
や
勉
強
で
目
覚
し
い
成
果
を

挙
げ
る
子
も
い
ま
す
。

　

調
査
の
結
果
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
高
校
進

学
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
も
わ
か
り
、
高

学
歴
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

問
わ
れ
る
の
は
日
本
の
社
会

　

１
・
５
世
代
の
人
た
ち
に
つ
い
て
は
、

あ
と
数
年
で
高
校
や
大
学
を
卒
業
し
、
日

本
の
社
会
に
出
る
人
が
増
え
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
時
、彼
ら
の
能
力
や
資
質
を
発
揮
さ
せ

ら
れ
る
社
会
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

比
較
的
、
単
純
労
働
に
従
事
す
る
第
１

世
代
と
は
違
う
道
が
開
か
れ
る
こ
と
で
、

よ
り
多
く
の
ブ
ラ
ジ
ル
人
が
社
会
に
出
て

活
躍
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
人
と
外
国

人
お
互
い
の
見
る
目
や
意
識
が
い
い
方
へ

と
変
わ
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

  

ま
た
、
地
域
社
会
で
は
、
外
国
人
に
対

し
て
「
構
え
て
」
何
か
を
す
る
の
で
は
な

く
、
防
災
訓
練
な
ど
の
恒
例
行
事
を
一
緒

に
や
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
ご

く
当
た
り
前
の
生
活
の
中
で
、
人
と
し
て

知
り
合
い
理
解
し
合
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

 

も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
に
は
外
国
人
の
方
が

一
歩
前
に
出
て
、
日
本
の
社
会
の
土
俵
に

乗
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
、
わ
た
し
た
ち
が
直
面
し
て
い
る
日

本
人
と
外
国
人
と
の
間
の
摩
擦
の
解
消
は
、

痛
み
を
と
も
な
う
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
そ
の
結
果
、
活
力
の
あ
る
新
し
い

日
本
の
社
会
が
誕
生
す
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

活
力
あ
る
新
し
い
社
会
の
誕
生
に
は
痛
み
を
と
も
な
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ikegami　shigehiro
静岡文化芸術大学
文化政策学部国際文化学科教授
文化人類学、多文化社会論を専門とし、
県内外の多文化共生関連の審議会など
の委員、外国人集住都市会議のアドバ
イザーを務める。
平成９年から12年にかけ、旧小笠町の
公立小・中学校で外国籍の児童生徒の
教育について調査・研究を行った。

池上　　重弘

これからの日本社会と外国人について
静岡文化芸術大学の池上重弘教授に伺いました
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外
国
人
集
住
都
市
会
議
と
は

　

外
国
人
集
住
都
市
会
議
は
、
ニ
ュ
ー
カ

マ
ー
と
呼
ば
れ
る
外
国
人
（
お
も
に
南
米

日
系
人
）
が
多
く
住
ん
で
い
る
都
市
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
26

の
市
町
が
参
加
し
、
菊
川
市
は
今
年
度
か

ら
会
員
都
市
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
教
育
や
労
働
、
社
会
保
障
な

ど
、
外
国
人
市
民
に
か
か
わ
る
課
題
や
施

策
の
調
査
・
研
究
を
行
う
と
と
も
に
、
制

度
の
見
直
し
や
支
援
に
つ
い
て
国
や
県
、

関
係
機
関
へ
の
提
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
13
年
10
月
に
初
の
首
長
会
議
が
、

座
長
都
市
で
あ
っ
た
浜
松
市
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
以
降
、
愛
知
県
豊
田
市
、
三
重

県
四
日
市
市
、
岐
阜
県
美
濃
加
茂
市
が
座

長
都
市
と
な
り
首
長
会
議
を
開
催
し
て
き

ま
し
た
。

首
長
会
議
東
京
２
０
０
８　

　

今
年
の
10
月
15
日
に
は
、
首
長
会
議

「
東
京
２
０
０
８
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の
研
究
報
告
と

提
言
発
表
や
首
長
と
関
係
省
庁
と
の
討
論

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

菊
川
市
は
「
群
馬
・
静
岡
ブ
ロ
ッ
ク
」

の
メ
ン
バ
ー
で
す
。
ブ
ロ
ッ
ク
の
テ
ー
マ

は
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」、
生
活
者
と

し
て
の
外
国
人
に
か
か
わ
る
問
題
を
池
上

教
授
（
群
馬
・
静
岡
ブ
ロ
ッ
ク
の
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
）
の
助
言
を
受
け
な
が
ら
調
査
・

研
究
し
ま
し
た
。

外
国
人
住
民
台
帳
制
度
な
ど
を

国
に
要
望

　

現
在
、
日
本
に
90
日
以
上
滞
在
す
る
外

国
人
は
一
部
の
例
外
を
除
き
、
居
住
地
の

市
区
町
村
へ
登
録
す
る
こ
と
が
外
国
人
登

録
法
に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
現
行
の
外
国
人
登
録
制
度
は
外

国
人
の
在
留
を
管
理
す
る
こ
と
が
目
的
で

あ
り
、
適
切
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
の
基
礎
資
料
で
あ
る
住
民
基
本
台

帳
制
度
と
は
性
格
が
異
な
り
ま
す
。

　

外
国
人
集
住
都
市
会
議
で
は
、
平
成
13

年
の
設
立
当
時
か
ら
外
国
人
住
民
に
関
す

る
台
帳
の
創
設（
外
国
人
住
民
台
帳
制
度
）

を
要
望
し
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
21
年
の
通
常
国
会
へ

法
案
が
提
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と

は
、
地
方
の
声
を
中
央
へ
届
け
る
こ
と
が

で
き
た
結
果
と
い
え
ま
す
。

　

法
が
成
立
さ
れ
て
も
、
そ
れ
が
施
行

（
実
際
に
効
力
を
発
生
す
る
こ
と
）
さ
れ

な
け
れ
ば
効
果
は
現
れ
ま
せ
ん
。「
い
つ

施
行
さ
せ
る
の
か
」、
市
区
町
村
の
関
心

は
否
が
応
で
も
高
ま
り
ま
す
。

　

首
長
会
議
「
東
京
２
０
０
８
」
で
行
わ

れ
た
会
員
都
市
首
長
と
関
係
省
庁
と
の
討

論
で
、
太
田
市
長
は
総
務
省
へ
、「
施
行

時
期
を
明
確
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

実
現
時
期
を
質
問
。「
今
後
３
年
程
度
の
準

備
期
間
が
必
要
」
と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

多
文
化
共
生
社
会
の
推
進
に
向

か
っ
て

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
教
育
や
労
働
環
境
な

ど
外
国
人
住
民
に
関
す
る
課
題
や
問
題
は

山
積
し
て
い
ま
す
。

　

外
国
人
集
住
都
市
会
議
で
は
、
こ
れ
か

ら
も
会
員
都
市
が
積
み
重
ね
て
き
た
経
験

を
生
か
し
、
首
長
会
議
で
の
提
言
の
ほ
か
、

国
へ
「
規
制
改
革
要
望
書
」
を
提
出
す
る

な
ど
、
多
文
化
共
生
社
会
の
推
進
に
向
け

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

多
文
化
共
生
社
会
の
推
進
に
向
け
、
地
方
の
声
を
中
央
に
届
け
て
い
ま
す

参加都市一覧
群馬県 太田市　大泉町

長野県 上田市　飯田市

岐阜県 大垣市　美濃加茂市 可児市

静岡県
浜松市  富士市  磐田市  掛川市  

袋井市  湖西市  菊川市

愛知県
豊橋市  岡崎市  豊田市  西尾市  

小牧市  知立市

三重県 津市  四日市市 鈴鹿市  伊賀市

滋賀県 長浜市  湖南市

多文化共生への課題を議論する
「外国人集住都市会議」

3

2

1

1�「みのかも宣言」を読み上げる渡辺市長
　�（岐阜県美濃加茂市）
2�外国人集住都市会議首長と５省庁との討論
3�総務省へ質問する太田市長

特集 わたしたち菊川市民です

広報 きくがわ  2008.12月号1�



最終章
Epilogu

一
歩
、
前
へ

必
要
な
の
は
相
手
を
知
る
こ
と
。
そ
し
て
、
ほ
ん
の
少
し
の
勇
気

送
り
出
す
国
か
ら
受
け
入
れ
国
へ

　

か
つ
て
は
労
働
者
（
移
民
）
を
送
り
出
す

国
だ
っ
た
日
本
は
、
高
度
経
済
成
長
を
経
て
、

労
働
者
（
外
国
人
）
を
受
け
入
れ
る
側
に
な

り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
現
在
、
地
域
で
生
活
す
る
外
国
人

の
数
は
飛
躍
的
に
増
加
し
ま
し
た
が
、
日
本

の
社
会
は
、
文
化
や
習
慣
、
言
語
が
異
な
る

人
た
ち
が
急
激
に
増
加
す
る
こ
と
に
慣
れ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
結
果
、
日
本
人
と

外
国
人
市
民
と
の
間
で
あ
つ
れ
き
や
摩
擦
が

生
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
菊
川

市
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

生
活
者
と
し
て
の
外
国
人

　
「
外
国
人
は
日
本
語
が
通
じ
な
い
し
、

ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
」。
残
念
な
こ
と
で
す

が
、
こ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
が
今
、
外
国
人
市
民

に
つ
き
ま
と
っ
て
い
ま
す
。
ゴ
ミ
の
分
別
の

不
徹
底
や
違
法
駐
車
、
深
夜
の
騒
音
な
ど
、

迷
惑
を
か
け
る
外
国
人
も
い
て
、
地
域
住
民

が
困
る
こ
と
が
あ
る
の
も
事
実
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
特
集
で
取
り
上
げ
た
人
た

ち
の
よ
う
に
、
菊
川
市
に
暮
ら
す
多
く
の
外

国
人
市
民
の
皆
さ
ん
が
地
域
社
会
に
と
け
込

も
う
と
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
ル
ー
ル
は
、
誰
に
と
っ
て
も
住
み

良
い
ま
ち
に
欠
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
も
の

で
す
。
外
国
人
市
民
だ
か
ら
と
い
う
の
は

ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
理
由
に
は
な
り
ま
せ

ん
し
、
日
本
人
、
外
国
人
市
民
の
別
な
く
、

ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
こ
と
に
よ
る
問
題
の
解

決
に
は
、
行
政
は
も
ち
ろ
ん
地
域
社
会
が
一

丸
と
な
っ
て
対
処
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

市
で
は
、「
ゴ
ミ
の
出
し
方
」「
ゴ
ミ
カ
レ

ン
ダ
ー
」
を
始
め
と
す
る
行
政
情
報
の
多
言

語
化
や
出
前
行
政
講
座
を
利
用
し
て
も
ら
う

な
ど
、
外
国
人
市
民
に
日
本
の
制
度
や
ル
ー

ル
を
知
っ
て
も
ら
う
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
社
会
へ
の
参
画
を
促
す
た
め
に
、

「
外
国
人
市
民
と
の
懇
談
会
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

先
を
行
く
子
ど
も
た
ち

　

子
ど
も
た
ち
は
平
日
の
日
常
を
「
学
校
」

と
い
う
一
つ
の
世
界
で
過
ご
し
て
い
ま
す
。

↑

↑
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幼
い
頃
か
ら
、
日
本
人
だ
け
で
な
く
さ
ま

ざ
ま
な
国
の
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
過
ご
す

こ
と
で
、
本
人
も
自
覚
し
な
い
ま
ま
「
多
文

化
共
生
社
会
」
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
れ
は
外
国
人
の
子
ど
も
を
受

け
入
れ
る
学
校
側
の
多
く
の
苦
労
の
上
に
成

り
た
っ
て
い
ま
す
。
学
校
の
体
制
が
限
界
に

達
す
る
前
に
国
や
県
の
早
急
の
サ
ポ
ー
ト
も

必
要
で
す
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

  

市
民
と
一
体
と
な
っ
た
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
菊
川
市
。
市
民
と
行
政
が
と
も

に
手
を
取
り
、
汗
を
流
し
な
が
ら
進
め
て
い

く
地
域
づ
く
り
で
す
。

  

外
国
人
を
交
え
た
地
域
づ
く
り
は
、
大
き

な
困
難
を
と
も
な
う
も
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

な
か
で
も
大
き
な
ハ
ー
ド
ル
と
な
る
の
が

「
言
葉
」。
外
国
人
市
民
の
多
く
は
労
働
時

間
が
長
く
、
日
本
語
を
学
ぶ
時
間
的
余
裕
が

少
な
い
こ
と
に
加
え
、
市
内
に
は
外
国
人
市

民
を
対
象
と
し
た
店
舗
が
数
多
く
存
在
し
、

日
本
語
を
必
要
と
し
な
い
場
面
が
日
常
生
活

の
中
で
増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
日
本
語
を
覚
え
よ

う
と
し
な
い
外
国
人
市
民
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
が
、
日
本
人
市
民
と
の
距
離
を
遠
ざ
け

る
要
因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
中
で
言
葉
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を

交
わ
す
た
め
に
も
、
外
国
人
市
民
が
日
本
語

を
学
ぶ
こ
と
、
日
本
人
は
そ
の
た
め
の
サ

ポ
ー
ト
を
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
外
国
人
市
民
は
言
葉
や
文
化
の
違

い
か
ら
、
一
般
的
に
災
害
弱
者
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
中
に
は
日
本
人
以
上
に
体
が
大

き
く
体
力
が
あ
る
人
も
い
ま
す
。

　

地
震
な
ど
の
災
害
発
生
時
に
日
本
人
の
高

齢
者
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
に
救
助
さ
れ
る
、
そ

ん
な
ケ
ー
ス
も
十
分
に
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

人
を
救
う
気
持
ち
に
国
籍
は
関
係
あ
り
ま

せ
ん
。
日
本
人
と
外
国
人
市
民
双
方
の
利
点

を
生
か
す
こ
と
に
よ
り
生
ま
れ
る
相
乗
効
果

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

お
互
い
に
踏
み
出
す
第
一
歩

　
「
多
文
化
共
生
」
は
、
た
だ
の
理
想
に
す

ぎ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　

わ
た
し
た
ち
は
、
誰
も
が
異
な
る
背
景
や

価
値
観
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
生
ま

れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
個
性
が
集
ま
る
こ
と
に
よ

り
、
活
気
に
あ
ふ
れ
魅
力
的
な
社
会
を
築
い

て
い
る
の
で
す
。

　

日
本
人
も
外
国
人
市
民
も
、
わ
た
し
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
今
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
ほ
ん

の
少
し
先
に
視
線
を
移
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

そ
れ
か
ら
一
歩
、
お
互
い
に
踏
み
出
し
て

み
る
だ
け
で
「
壁
」
が
取
り
払
わ
れ
、
お
互

い
を
尊
重
し
理
解
し
合
え
る
、
多
文
化
共
生

社
会
の
実
現
に
近
づ
い
て
い
く
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
　

特
集　

わ
た
し
た
ち
菊
川
市
民
で
す�

終
わ
り

［参考文献］季刊海外日系人�第62号（財団法人海外日系人協会）

△

ブラジル人と国際化する地域社会（明石書店）

△

ブラ

ジルに夢をおって�移民植物学者橋本ゴロウ物語（講談社）

△

ブラジル百年にみる日本人の力（財団法人モラロジー研究所）

3

2

1

1�外国人住民相談窓口
2�外国人市民との懇談会
3�外国人児童・生徒初期支援教室
　�（初級日本語教室）

特集 わたしたち菊川市民です
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市の関係施設は基本的に 12 月 27 日（土）から平成 21 年１月４日（日）
までお休みです。ただし、市役所本庁の時間外受付の窓口で出生届、婚姻届、
死亡届などは受け付けます。また、各施設の休みは下の表のとおりです。

年末年始の市の業務に
ついてお知らせします

施設名 問合せ
12 月 1 月

27 28 29 30 31 １ ２ ３ ４ ５
土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

市役所本庁 35-2111
（案内・時間外） 休 休 休 休 休 休 休 休 休

小笠支所 73-1111 休 休 休 休 休 休 休 休 休

プラザけやき 37-1111 休 休 休 休 休 休 休 休 休

菊川児童館
（きくがわ子育て支援センター） 37-1135 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休

小笠保健センター 73-5533 休 休 休 休 休 休 休 休 休

小笠児童館
（おがさ子育て支援センター） 73-5698 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休

中央公民館 73-1130 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休

文化会館アエル 35-1515 休 休 休 休 休 休 休 休

菊川文庫 36-2220 休 休 休 休 休 休 休 休

小笠図書館 73-1132 休 休 休 休 休 休 休 休

黒田家代官屋敷資料館 73-7270 休 休 休 休 休 休 休 休 休

歴史街道館 73-6285 休 休 休 休 休 休 休 休 休

市立総合病院
35-2135
（案内）

休 休 休 休 ※１ 休 休 休 休

※１午前 初診のみ外来受付（受付は午前 10 時まで　産婦人科・脳
　神経外科・眼科は除く）
◆救急患者は随時受け付けます

小笠診療所 73-2267 休 休 休 休 休 休 休 休

保養センター　小菊荘 73-2460 休 休 休 休 休 休

環境資源ギャラリー 23-2273 休
午前９時から
11 時 30 分まで 休 休 休 休 休 休 休

環境保全センター 35-2065
正午
まで

正午
まで 休 休 休 休 休 休

正午
まで

赤土リサイクル
ステーション － 年末年始も持ち込み可能　（ビン、缶、白トレイ、ペットボトル、容

器包装プラスチック）

聖苑組合 36-3160 休 休 休 休

菊川生活環境センター 35-4495
休 休 休 休 休 休 休 休 休

◆ 12 月 26 日（金）は午前中まで。
◆し尿汲み取り申し込みは 12 月 10 日（水）まで。

小笠衛生 73-2352
休 休 休 休 休 休 休 休 休

◆ 12 月 26 日（金）は午前中まで。
◆し尿汲み取り申し込みは 12 月 10 日（水）まで。

※体育館やグラウンドなどの体育施設を利用したい人は、12 月 26 日（金）までに施設管理課施設管理係（北
館内☎ 35-0919）へ手続きが必要です。

時間外
受付窓口
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新装オープン
12 月 1 日（月）、市営保養センター「小菊荘」が

新装オープンしました。宿泊や宴会、会食、会議、

研修、合宿などにご利用ください。また 40 人乗

りと 25 人乗りの送迎バスも用意していますので、

お気軽にご相談ください。

問合せ　小菊荘（☎73-2460  73-5982）
　　　　http://www.kogikuso.com

　　　　Ｅメール info@kogikuso.com

１．開放的なエントランスホール

２．広々とした食堂

３．会議や研修などに利用可能な和室

① ② ③
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今
回
は
、
タ
イ
の
生
活
事
情
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

タ
イ
の
面
積
は
51
・
４
万
㎢
（
日
本
の

１
・
４
倍
）、
人
口
約
６
５
０
０
万
人
、
通
貨

バ
ー
ツ
（
１
バ
ー
ツ
＝
約
３
円
）
で
す
。
国

民
は
タ
イ
族
が
85
％
を
占
め
、
次
に
中
国
系
、

マ
レ
ー
系
、
少
数
民
族
や
近
隣
諸
国
か
ら
の

移
民
も
い
ま
す
。
日
系
人
は
４
万
人
以
上
住

ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
宗
教
は
全
国
民
の

約
95
％
が
仏
教
徒
、
４
％
が
イ
ス
ラ
ム
教
徒
、

１
％
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
す
。

　

タ
イ
は
立
憲
君
主
国
で
君
主
は
国
王
、
現

国
王
は
ラ
ー
マ
９
世
王
（
プ
ミ
ポ
ン
国
王
）

で
す
。
タ
イ
国
民
の
王
室
に
対
す
る
敬
愛
の

念
は
深
く
、
街
の
い
た
る
所
や
職
場
、
自
宅

に
国
王
夫
妻
の
写
真
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

映
画
館
で
は
上
映
前
に
国
王
賛
歌
が
流
れ
、

ス
ク
リ
ー
ン
に
は
国
王
の
映
像
が
写
し
出
さ

れ
観
客
は
起
立
し
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

タ
イ
は
微
笑
み
の
国
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、

タ
イ
人
の
笑
顔
は
美
し
い
。
通
り
で
知
り
合

い
に
出
会
っ
た
り
す
る
と
ニ
コ
ッ
と
挨
拶
を

し
て
く
れ
ま
す
。
相
手
が
若
い
人
な
ら
“
ワ

イ
”（
両
手
を
胸
で
合
わ
せ
る
仕
草
）
を
し

て
く
れ
ま
す
。
わ
た
し
が
好
き
な
タ
イ
の
風

習
で
す
。

　

職
業
別
の
雇
用
者
の
平
均
月
収
を
み
る
と
、

技
術
職
４
万
８
千
円
、
経
営
者
24
万
円
、
管

理
職
12
万
６
千
円
、
事
務
職
３
万
円
、
商
業

従
事
者
３
万
３
千
円
、
農
業
者
９
千
円
で
し

た
。
先
進
国
に
比
べ
る
と
か
な
り
の
低
額
で

す
。
し
た
が
っ
て
、
タ
イ
で
は
共
稼
ぎ
が
多

く
、
女
性
は
男
性
と
同
等
に
社
会
進
出
し
て

い
ま
す
。
わ
た
し
の
通
っ
て
い
る
大
学
で
も

教
職
員
の
半
数
以
上
は
女
性
で
す
。

　

タ
イ
で
面
白
い
こ
と
は
、
曜
日
ご
と
に
色

が
あ
る
こ
と
で
す
。
月
曜
は
黄
、
火
曜
は
ピ

ン
ク
、
水
曜
は
緑
、
木
曜
は
オ
レ
ン
ジ
、
金

曜
は
青
、
土
曜
は
紫
、
日
曜
は
赤
で
す
。
特

に
月
曜
は
み
ん
な
黄
色
の
シ
ャ
ツ
を
好
ん
で

着
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
王
様
の
色
か
ら
来
て

い
る
よ
う
で
す
。

　

最
後
に
タ
イ
の
代
表
的
な
お
祭
り
を
２
つ

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
４
月
13
～
15
日
は
ソ
ン

ク
ラ
ー
ン
祭
り
と
い
っ
て
タ
イ
の
お
正
月
で

す
。
人
々
は
故
郷
の
実
家
に
帰
っ
て
家
族
全

員
が
顔
を
揃
え
て
憩
い
の
一
時
を
過
ご
し
ま

す
。
同
時
に
各
地
で
水
の
掛
け
合
い
や
パ

レ
ー
ド
、
美
人
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

11
月
12
日
は
各
地
で
ロ
イ
カ
ト
ー
ン
祭
り

が
行
わ
れ
ま
す
。
人
々
は
川
や
運
河
に
灯
籠

を
流
し
て
先
祖
を
供
養
し
、
豊
作
や
水
へ
の

感
謝
の
念
を
現
し
ま
す
。
ク
ラ
ト
ン
と
呼
ば

れ
る
灯
籠
は
バ
ナ
ナ
の
葉
の
舟
に
花
や
色
紙

で
飾
り
を
付
け
、
真
ん
中
に
ロ
ウ
ソ
ク
と
線

香
を
立
て
て
水
に
流
し
ま
す
。
夜
の
川
面
に

揺
れ
な
が
ら
流
れ
る
様
は
幻
想
的
な
光
景
を

連
想
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
タ
イ
中
部
に
あ
る

ス
コ
ー
タ
イ
の
ロ
イ
カ
ト
ー
ン
祭
り
は
特
に

有
名
で
す
。

Mitsuteru Ota

青葉台出身
平成20年１月からシニア海外
ボランティアとして、タイで
農業に関する技術指導を行っ
ている。

No.11　太田光輝

菊川っ子の
国際貢献

微笑みの国、タイ。

タイの人の笑顔は美しいです。

１．街のいたる所に飾られている

プミポン国王の肖像写真。

２．ソンクラーン祭りのパレード

の様子。花自動車に乗るのは、

美人コンテストで選ばれたミス

ソンクラーン。

３．わたしの住むパツンタニの道

路風景。タイの交通事情は、

車中心です。

A
Country
Road

1

2

3
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年末年始のゴミの搬入はお早めに
　毎年、年末年始には大そうじなどにより、ゴミが
大量に発生し、自治会のステーションがいっぱいに
なります。また、環境資源ギャラリーがたいへん混
雑します。昨年はピーク時は２時間待ちもありました。
　今年の年末も混雑が予想されますので、家庭内の
片付けやゴミの搬入は、お早めにお願いします。ま
た、スムーズにゴミ出しが行えるよう、『菊川市の
ごみの出し方』を確認して、事前に解体・分別をき
ちんと済ませてからお出かけください。年末年始の
ゴミ収集日は『ごみ収集カレンダー』で確認してく
ださい。
●環境資源ギャラリーのご案内 
受取時間　平日 午前９時～正午、午後１時～４時
※12月13日（土）、28日（日）、平成21年１月10日（土）

は午前９時から11時30分まで

年末年始休業日　12月29日（月）～平成21年１月４日（日）
問合せ　環境資源ギャラリー（☎23-2273）

●リサイクル品の無料受取 
■環境保全センター（三沢・棚草）

受取時間　午前９時～正午
年末年始休業日　12月29日（月）～平成21年１月３日（土）
受け取れる物　新聞、雑誌、ダンボール、雑がみ、牛
乳パック、蛍光灯、水銀入り温度計・体温計
問合せ　環境保全センター（☎35-2065）
■赤土リサイクルステーション（赤土）

受取時間　午前８時～午後５時（365日受取可）
受け取れる物　びん、アルミ缶・スチール缶、ペット
ボトル、プラスチック製容器包装、白トレイ
問合せ　環境推進課環境推進係（☎35-0916）
●剪定枝・伐採木などの有料受取 
■小林製材所（政所）

受取時間　午前８時～正午　午後１時～５時
　　　　　※日曜日、祝日は除く

持ち込み料金　５円／ kg
年末年始休業日　12月30日（火）～平成21年１月６日（火）
問合せ　小林製材所（☎36-3570）
■村田建設（吉沢）

受取時間　平日 午前８時～正午　午後１時～５時
持ち込み料金　1,000円／㎥　
※少量ですと、計量できない場合があります。

年末年始休業日　12月27日（土）～平成21年１月５日（月）
問合せ　村田建設（☎36-3570）

　震災が発生し、住居が倒壊した場合、多数の人が地元の公民館
や公会堂、親戚などへ身を寄せることになると思います。市でも、
避難所（避難地）を小・中学校を中心に開設し、公共施設で仮住
まいをする被災した市民などを受け入れます。避難所の運営は、
開設当初は市が行い、その後、避難所が落ち着いた時期から、運
営を避難者へとバトンタッチしていきます。避難者の中からリー
ダーを作り、市と施設管理者（学校など）が入った避難所運営委
員会（会議）を開催し、避難所内のルールや発生する問題を解決
していきます。避難所を一つの自治会のような組織として構成し、
運営をしていくものです。
　救護所は、震災後初期に「総合保健福祉センター」と「小笠保
健センター」の２か所が開設され、その後、状況により菊川西中、
菊川東中、小笠北小の３か所が開設され、医師が派遣されます。
市立総合病院は、重傷者の診療をします。命に別状はないが医師
の手当の必要な人は、救護所を利用してください。
救護所は非常に混乱します。軽いケガの人は、自
宅や自主防災会で手当することとなります。
問合せ　安全課防災係（☎35-0923）

正解者の中から１人に相良から信州へ

続く塩の道にちなんだ「塩の道ようか

ん」が当たります。

提供：遠州菓子処 えびら堂

協力：市観光協会

　ハガキに、答えとあなたの住所・氏名・

年齢・電話番号と身近なできごとや広報を

読んで感じたことなどがありましたら、書

き添えて企画政策課までお送りください。

●あて先

〒439-8650　菊川市堀之内61番地

� 菊川市役所企画政策課　まで

●締め切り

平成20年12月26日（金）の消印まで有効

第９回

10月号の広報クイズには26人の応募があり、25人正解。　答えは「10月26日」でした。

問合せ　環境推進課環境推進係（☎35-0916）

地震防災
掲示板

File ８

震災発生時の
避難所・救護所

小菊荘はいつ新装オー

プンしたでしょうか？

わがまち
の

� 環境は今
‼

広報
クイズ
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10
月
24
日
か
ら
26
日
、
神
奈
川

県
横
浜
市
の
日
産
ス
タ
ジ
ア
ム
で

開
催
さ
れ
た
、
第
39
回
ジ
ュ
ニ
ア

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
大
会
に

伊
藤
香か

お
り里

さ
ん
（
打
上
・
浜
松
西

高
中
等
部
３
年
）
と
村
上
亮り

ょ
う
た太

さ

ん
（
布
引
原
・
岳
洋
中
２
年
）
が

出
場
し
ま
し
た
。

　

伊
藤
さ
ん
は
、
女
子
Ａ
１
０
０

ｍ
の
部
に
出
場
し
、
予
選
第
4
組

で
4
位
と
な
り
、
残
念
な
が
ら
予

選
敗
退
と
な
り
ま
し
た
。
村
上
さ

ん
は
、
男
子
Ｂ
走
幅
跳
に
出
場
し
、

見
事
７
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

第39回ジュニアオリンピック出場
全国の大舞台で全力を尽くす

表彰状を受け取る太田市長（右）

　

菊
川
市
が
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
連
続

３
０
０
日
を
達
成
し
、
10
月
31
日
に
菊
川

市
役
所
で
県
か
ら
交
通
安
全
優
良
市
町
と

し
て
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

表
彰
伝
達
式
で
は
、
県
県
民
生
活
局
の

望
月
局
長
よ
り
太
田
市
長
が
表
彰
状
を
受

け
取
り
ま
し
た
。
太
田
市
長
は
「
３
０
０

日
は
通
過
点
。
こ
の
記
録
を
さ
ら
に
伸
ば

せ
る
よ
う
交
通
安
全
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
」
と
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

市
内
で
は
、
１
月
３
日
以
来
、
市
と
住

民
と
が
一
体
と
な
っ
た
活
動
を
続
け
、
記

録
達
成
と
な
り
ま
し
た
。

交通死亡事故ゼロ連続300日
交通事故のないまちへ

場広
みんなの

（左から）伊藤さん、村上さん

　

11
月
5
日
、
文
化
会
館
ア
エ

ル
で
市
立
幼
稚
園
４
園
に
よ
る

親
睦
音
楽
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
園
児
や
保
護
者
な

ど
会
場
全
員
で
「
さ
ん
ぽ
」
を

合
唱
。
そ
の
あ
と
各
園
の
園
児

た
ち
が
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
歌

を
披
露
し
ま
し
た
。

　

11
月
６
日
に
は
、
市
内
９
小

学
校
に
よ
る
親
睦
音
楽
会
が
文

化
会
館
ア
エ
ル
で
開
か
れ
ま
し

た
。
各
校
４
年
生
を
中
心
と
し

た
お
よ
そ
４
４
０
人
が
、
合
唱

や
オ
ペ
レ
ッ
タ
な
ど
息
の
合
っ

た
ス
テ
ー
ジ
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。

親睦音楽会
元気な歌声、美しい演奏を披露

上．手拍子を入れて「たのしいね！」を披露（小笠東幼稚園）
下．演技を織り交ぜ、「八郎」を歌う（河城小学校）
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11
月
９
日
、
お
が
さ

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
で

ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
行
わ
れ
、
親
子
連

れ
な
ど
お
よ
そ
５
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
会
場
内

に
用
意
さ
れ
た
11
種
類

の
ゲ
ー
ム
や
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
な
ど
の
特
別
講
座

を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま

た
、
学
校
給
食
の
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
の
サ
ー
ビ

ス
も
行
わ
れ
、
人
気
を

集
め
ま
し
た
。

スポレク�Kikugawa�2008
子どもからお年寄りまで気軽に楽しむ

Ｐhoto� －KIKUGAWA－

瑞宝双光章を受章されました

　大石統
つぐひこ

彦さん（下本
所・現結核予防会静岡県
支部診療放射線技師）が
瑞宝双光章を受章されま
した。おめでとうござい
ます。

瑞宝単光章を受章されました

　鈴木喜
き く お

久男さん（堀田・
元小笠地区消防組合消防
監）が瑞宝単光章を受章
されました。おめでとう
ございます。

瑞宝単光章を受章されました

　松本孝
こ う じ

治さん（古谷・
元郵政事務官）が瑞宝単
光章を受章されました。
おめでとうございます。

旭日単光章を受章されました

　落合徳
とくいち

一さん（上本所・
元菊川町町議）が旭日単
光章を受章されました。
おめでとうございます。

旭日単光章を受章されました

　袴田友
ともいち

一さん（山西・
元小笠町町議）が旭日単
光章を受章されました。
おめでとうございます。

バンブーダンスにチャレンジする参加者

　

11
月
8
日
、
市
民
総

合
体
育
館
で
お
が
さ
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
主

催
の
ふ
れ
あ
い
運
動
会

が
開
催
さ
れ
、
市
内
の

乳
幼
児
親
子
か
ら
小
学

生
お
よ
そ
１
１
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

か
け
っ
こ
競
走
や
パ

ン
く
い
競
走
な
ど
7
種

目
が
行
わ
れ
、
参
加

者
は
楽
し
く
気
持
ち
の

良
い
汗
を
流
し
て
い
ま

し
た
。
親
子
競
技
で
は
、

乳
幼
児
と
親
が
一
緒
に

な
っ
て
ゴ
ー
ル
を
目
指

し
、
微
笑
ま
し
い
光
景

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

ふれあい運動会
みんなで楽しくゴールを目指す

懸命に口でパンをつかむ子どもたち（パンくい競走）

みんなみんな�よっといで

ＳＷＥＮ
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償却資産の申告
をしましょう

　平成21年度償却資産の申告時期
が近付いてきました。償却資産を
所有している人は必ず申告してく
ださい。なお、平成20年度の税制
改正で、資産区分の見直し、耐用
年数の変更が行われました。平成
21年度の償却資産（固定資産税）
の申告から、改正後の耐用年数を
用いることになりますので、「機
械及び装置」を所有している人は
ご注意ください。
※「改正後の耐用年数表」及び「記

入方法」は、12月12日（金）に

発送する「平成21年度償却資

産申告書」に同封しますので

ご覧ください。

問合せ　税務課資産税係
　　　　（☎35-0913）

災害時の要援護者避難支援

計画を作成するための調査

に協力ください

　市では、地震や風水害などの災
害に備え、災害時要援護者の避難
支援を迅速かつ的確に行うため、
災害時要援護者避難支援計画を作
成します。本計画では、ほかの人
の支援がなければ避難できない在
宅の人で、かつ家族などによる必
要な支援が受けられない人を対象
としています。
　12月頃より、民生委員さんの協
力のもと対象となる人の把握調査
を実施し、本人などから同意のう
えで作成します。なお、災害時の
支援を得るために自主防災組織な
どへの事前の情報提供も必要にな
りますので、個人情報をその他の
組織へも提供することへの同意も
お願いします。災害に対する備え
が被害を最小限に食い止めること
（減災）になりますので、ご協力
お願いします。
問合せ　健康福祉課社会福祉係
（プラザけやき内☎37-1251）

献血にご協力ください
日時　12月26日（金）午前９時30分～ 11時50分、午後１時～４時
会場　堀之内体育館東側
問合せ　健康福祉課保健予防係（プラザけやき内☎37-1112）お 知 ら せ 掲 示 板
菊川市介護保険事業計画（案）・高齢者保健福祉計画（案）
へのご意見を募集します

　市では、介護保険事業計画・高齢者保健福祉計画について、市民の
皆さんのご意見を募集します。
　この計画は、平成17年度に作成した同計画を見直し、平成21年度か
らの３年間について策定するものです。皆さんからいただいたご意見
を参考として、最終案を策定していきます。
募集期間　平成21年１月15日（木）～ 30日（金）
※郵送の場合は必着

資料の閲覧先　健康福祉課（プラザけやき）、企画政策課（市役所本
庁）、総務企画課（小笠支所）、市ホームページ（http://www.city.
kikugawa.shizuoka.jp/）で閲覧できます。
問合せ　健康福祉課介護保険係（プラザやけき内☎37-1253）

平成20年12月31日現在において就業している医療従事者は、
業務従事者届出が必要です

　医師、歯科医師、薬剤師、保健師、助産師、看護師、准看護師、歯
科衛生士、歯科技工士は、各法律により２年に一度、12月31日現在の
就業状況（医師、歯科医師、薬剤師はすべての有資格者）を届け出な
ければなりません。
　12月中旬頃、県から各職場を通じて「届出票」を配布しますので、
期限までに就業地（医師、歯科医師、薬剤師は住所地でも可）を管轄
する保健所まで提出をお願いします。
提出期限　平成21年１月15日（木）
問合せ　医師・歯科医師・薬剤師に関しては、県厚生部管理局政策監
付企画スタッフ（☎054-221-3357） 保健師・助産師・看護師・准看護

師・歯科衛生士・歯科技工士に関しては、県厚生部医療人材室（☎
054-221-2407）

ＪＲ菊川駅前広場が完成しました

　これまで整備を進めてきたJＲ菊川駅前広
場が完成しました。西側ロータリーが11月28
日から利用できるようになりました。
　一般の人は東側ロータリーを、バスやタク
シーは西側ロータリーをご利用ください。
問合せ　区画整理室公共施行係（☎35-0931）

福祉事業に役立てて

　10月31日、静岡歌謡学院（落合壽
じゅいち

一学院長）よ
り寄付をいただきました。福祉事業に役立ててい
きます。

紙おむつを寄贈いただきました

　11月10日、市商工会青年部（芳野高
たかのり

典部長）よ
り市内11保育園から組織される幼児施設連絡会（藤
本みよ子会長）に紙おむつを寄贈いただきました。
子どもたちの保育に役立てていきます。

「
取
り
付
け
は
お
済
み
で
す
か
？
住
宅
用
火
災
警
報
器
」
設
置
期
限
は
平
成
21
年
５
月
末
で
す

開催日変更のお知らせ
東国原宮崎県知事講演会の開催日が以下のとおり変更になりました。ご了承ください。
変更前　12 月 27 日（土）　→　　変更後　12 月 29 日（月）
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募� 集
第４回市書初展

日時　平成21年１月31日（土）～２
月１日（日）午前９時～午後４時
会場　市民総合体育館
出品資格　市内在住、在勤、在学
者（１人１作品）
出品料　無料
課題　幼・保育園児、小・中学生
は指定された課題。高校生・一般
は自由。
用紙サイズ　幼保、小中学生（縦
100㎝×横25㎝）　高校生（半切・
縦136㎝×横35㎝）　一般（自由）
申込期限　幼・保育園児、小中学
生は平成21年１月８日（木）まで
に担当の先生へ。小笠高校、常葉
菊川高校、国際開洋第一高校の生
徒は学校へ申し込みください。そ
の他の高校生と一般は社会教育課
へ平成21年１月15日（木）までに
提出してください。
問合せ　社会教育課社会教育係　
　　　（中央公民館内☎73-1114）
●書初展ボランティア募集

　作品整理や審査（補助）、展示、
受付などのボランティアを募集し
ます。
問合せ　詳細は市文化協会事務局
（社会教育課内☎73-1114）へ

防衛省採用試験

試験科目　貸費学生
試験日　平成21年２月１日（日）
応募資格　大学の理学部・工学部
の３・４年生または大学院修士課
程在学者
受付期限　平成21年１月16日（金）
申込・問合せ　自衛隊静岡地方協
力本部募集課（☎054-261-3151）

市スポンジテニス大会

日時　平成21年２月15日（日）
　　　午前８時30分～
会場　市民総合体育館・市小笠体
育館
参加資格　市内在住・在勤・在学
者（小学４年生以上）
種目　ダブルス
※一般の部・シニアの部( ２人合

　わせて110歳以上）

参加料　２人１組 500円
　　　　（当日集金）
申込・問合せ　平成21年１月９日

（金）までに社会教育課社会体育係
（中央公民館内☎73-1114）へ

放送大学４月入学生

　放送大学では、平成21年度第１
学期（４月入学）の学生を募集中
です。放送大学はテレビなどの放
送を利用して授業を行う通信制の
大学です。心理学・福祉・経済・
歴史・文学・自然科学など、幅広
い分野を学べます。
出願期間　12月15日（月）～平成21
年２月28日（土）
申込・問合せ　放送大学静岡学習
センター（☎055-989-1253 http://
wwww.u-air.ac.jp）

相� 　談
福祉の就職フェア

ブロック2009

日時　平成21年１月17日（土）
　　　午後１時～４時
会場　アクトシティ浜松コングレ
スセンター３階（浜松市）
内容　就職面接相談
参加費　無料
申込方法　電話・ＦＡＸにて受付
問合せ　県社会福祉人材センター 
人材課 （☎054-271-2110・

 054-272-8831）

催 し
県立小笠高校吹奏楽部

第12回定期演奏会

日時　12月20日（土）開演：午後
３時（開場は30分前）、21日（日）
開演：午後２時（開場は30分前）
会場　文化会館アエル
入場料　800円（全席自由席）
入場券販売先　文化会館アエル、
県立小笠高校
問合せ　県立小笠高校 小

こ い で

出
　　　　（☎35-3181）

そ の 他
工業統計調査

に協力ください

対象　12月31日現在で製造業を営
む全ての事業所
期間　12月中旬～平成21年１月中旬
内容　1年間の製造活動を調査（従
業員数、製造出荷額など）
方法　県から任命された調査員に
よる訪問調査
※調査票に記入していただいた内

　容については、統計法により秘

　密が保護されています。

問合せ　企画政策課企画係
　　　　（☎35-0924）

国道473号バイパス
が開通します

　金谷御前崎連絡道路（国道473
号バイパス）倉沢ICから沢水加
IC間４. ４㎞が12月25日（木）午
後３時から通行が可能になります。
※歩行者、自転車は通行できませ

ん。

問合せ　建設課管理係
　　　　（☎35-0902）

９
月
１
日
か
ら
市
民
課
窓
口
で
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
や
受
け
取
り
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

　

取
扱
時
間　

平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
申
請
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）　

問
合
せ　

市
民
課
市
民
係
（
☎
35-

０
９
０
５
）

悪質な訪問販売・電話勧誘販売にご注意を
　悪質な訪問販売や電話勧誘販売で契約をしてしまい、お悩みの人は早
めにご相談ください。
相談・問合せ　商工観光課商業観光係（☎35-0937） お 知 ら せ 掲 示 板

お詫び：12 月のお知らせ号 3 ページ「団員求む　菊川市消防団」の記事で、宮城竜也さんのふりが
なに誤りがありました。正しくは「りゅうや」さんです。お詫びし訂正させていただきます。
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菊川市のホームページアドレス　http://www.city.kikugawa.shizuoka.jp/
この広報紙は環境に配慮し、
再生紙と大豆油インキを利用
しています。
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月
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発
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編
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菊
川
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所
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画
政
策
課
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３
９
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菊
川
市
堀
之
内
61
番
地

電
話
／
０
５
３
７
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ー

０
９
２
４

　

11
月
12
日
、
中
央
公
民
館
で
、
菊

川
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
山
下
昇の

ぼ
る

会
長
）
主
催
の
芸
能
祭
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
毎
年
開
催
さ
れ
、
今
回
で

26
回
目
を
迎
え
る
恒
例
行
事
。
16
ク

ラ
ブ
か
ら
１
２
０
人
が
出
演
し
、
計

58
演
目
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
踊
り
や
歌
、
舞
躍
、

体
操
な
ど
を
披
露
。
な
か
に
は
交
通

安
全
体
操
や
ダ
ン
ベ
ル
体
操
と
い
っ

た
思
考
が
凝
ら
さ
れ
た
演
題
も
あ
り
、

訪
れ
た
お
よ
そ
３
０
０
人
を
楽
し
ま

せ
ま
し
た
。
出
演
者
は
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
発
揮
し
、
一
つ
ひ
と
つ
の

演
題
に
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し

た
。

日頃の練習の成果を披露
　芸 能 祭

　

11
月
11
日
、「
英
霊
に
こ
た
え
る

会
」
よ
り
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
を
代
表
し
て
、
杉
山
辰た

つ

男お

支
部
長

と
村
岡
常つ

ね

ニじ

さ
ん
が
菊
川
市
役
所
を

訪
れ
、
太
田
市
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

青
少
年
の
健
全
育
成
に
役
立
て
て
い

き
ま
す
。

　
「
英
霊
に
こ
た
え
る
会
」
は
、
終

戦
ま
も
な
く
結
成
さ
れ
た「
郷
友
会
」

な
ど
の
団
体
が
集
ま
っ
て
設
立
。
毎

年
、
慰
霊
祭
な
ど
で
戦
死
者
を
偲
び
、

慰
霊
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
平
成
９

年
に
は
、
舟
丘
山
に
慰
霊
碑
を
建
立

し
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
り
、
活
動

を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
の
慰

霊
祭
を
も
っ
て
解
散
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

青少年の健全育成に役立てて
　｢英霊にこたえる会｣より寄付

　

11
月
10
日
、
昨
年
４
月
に
本
格
運

行
し
た
菊
川
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
利
用
者
数
が
５
万
人
を
達
成
し
ま

し
た
。　

　

５
万
人
目
と
な
っ
た
の
は
、
榑
林

と
く
さ
ん（
古
谷
）。
達
成
を
記
念
し
、

市
立
総
合
病
院
の
バ
ス
乗
り
場
で
セ

レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
榑
林

さ
ん
に
は
、
セ
レ
モ
ニ
ー
で
太
田
市

長
か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、
今
後
も

市
民
の
足
と
し
て
活
躍
し
て
い
き
ま

す
。

市民の足として今後も活躍
　コミバス利用者数５万人達成

出演者最高齢99歳の小池さんが詩吟を披露

（左から）村岡さん、杉山さん

記念品を受け取る榑林さん（左）


